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The Relative Significance of Japan’s Constitution in 
terms of Pluralism: An Examination of Modern Ja-















































































































































































































































































































































































































わったが、米 軍 による 占 領 支 配 でしかなく、その 政 府 の 長、「軍 政 長 官





















































































































₂ ）国会図書館「史料にみる日本の近代」 ₁ -₁₄植木枝盛の憲法構想・東洋大日本国々








₆ ）₁₉₅₇年に刊行された外務省条約局編『外地法制誌』（第 ₂ 巻「外地法令制度の概要」）
外務省は、植民地（外地）を「異法地域」と定義し、日本の植民地を台湾、朝鮮、
関東州、南洋群島、₁₉₄₃年以前の樺太とした。
₇ ）自民党のウェッブサイトを参照。（₂₀₁₇年 ₇ 月₂₇日閲覧）
　　http://constitution.jimin.jp/draft/


























住民研究センター（ブックレット第 ₁ 号）、₂₀₁₃年、 ₆ 頁。
₁₈）佐藤、同上、₁₀頁。
₁₉）佐藤、同上、₁₆-₁₇頁。
₂₀）佐藤、同上、₁₇頁。
₂₁）佐藤、同上、₁₆-₁₈頁。
₂₂）佐藤、同上、₂₉頁。
₂₃）佐藤、同上、₂₉-₃₀頁。
₂₄）佐藤、同上、₄₆頁。
₂₅）常本照樹「アイヌ民族と『日本型』先住民族政策」『学術の動向』日本学術協力財
団、₂₀₁₁年 ₉ 月号、₇₉-₈₂頁。
₂₆）例えば、編集者であった新川明、川満信一を中心に、当時「沖縄」で唯一の総合
雑誌『新沖縄文学』は第₁₈号、第₁₉号（₁₉₇₀年～₇₁年）で「反復帰論」を特集し
ている。
₂₇）琉球新報「代理署名訴訟　県の敗訴確定」₁₉₉₆年 ₈ 月₂₉日。この時代から、琉球
民族を「先住民族」と位置付ける運動が、国連の人権機関を中心に展開されるよ
うになった。
₂₈）沖縄タイムス「辺野古訴訟　最高裁判決を受けて」（社説）₂₀₁₆年₁₂月₂₁日
＊沖縄の状況に関しては、沖縄大学の高良沙哉氏に助けていただいた。感謝したい。
